
 

 

 

 

 

 

小学生のお子さんの保護者の方 

市民の皆様には、日ごろから市政発展のため、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとう 

ございます。 

西東京市では、次代を担う子どもの健やかな成長と子育てを支える地域社会の形成をめざし、

「西東京市子育ち・子育てワイワイプラン」に基づき、さまざまな子育て支援に関する取り組み

を進めてまいりました。 

このたび、この計画の期間が満了し、また、「子ども・子育て支援法」が公布されたことに伴

い、新しい子ども・子育て支援制度に基づく「子ども・子育て支援事業計画」を策定することと

なりました。策定にあたっては、この法律に基づき、教育・保育・子育て支援の量の見込みを市

が算出し、東京都を通じて、国へ報告することとなっています。そこで、皆様の生活実態や、教

育・保育・子育て支援に関する利用状況などを把握するため、この調査を実施いたします。 

この調査は、住民基本台帳の中から小学生（６～12 歳）のお子さん 1,500 名を無作為に選び、

その保護者を対象にお願いするものです。ご回答いただいた内容は、統計的に処理いたしますの

で、回答者の方が特定されたり、どなたの回答内容か特定されることは一切ありません。 

つきましては、ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力ください

ますよう、お願い申し上げます。  

平成 25 年●月                           西 東 京 市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．封筒の宛て名のお子さんについて、お答えください。 

２．アンケートは、お子さんの保護者の方がお答えください。「あなた」とはアンケートに回

答される方を表します。 

３．回答は、当てはまる回答の数字に○印をつけていただく場合と、数字を記入する場合があ

ります。また、設問によって○をつける数が異なりますので、注意書きに沿ってご記入く

ださい。 

４．ご記入いただいたアンケートは、平成 25 年●月●日（●）までに、同封の返信用封筒に

入れ、お近くの郵便ポストにご投函ください。切手は必要ありません。 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

調査に関するご質問、ご意見は… 

西東京市子育て支援部子育て支援課調整係（田無庁舎１階） 

電話：042-464-1311 （内線 1521・1522） 

FAX：042-466-9666 Eメール：kosodate@city.nishitokyo.lg.jp 

までお問い合わせください！ 
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平成 24 年８月に「子ども・子育て関連３法」

が可決・成立し、同月に公布されました。 

この関連３法は、一人ひとりの子どもの健やか

な成長のために、適切な環境が等しく確保される

よう、子ども・子育て家庭を社会全体で支援する

ことを目的とし、制度、財源を一元化して新しい

仕組みを構築し、子どもの幼児期の学校教育・保

育の一体的な提供、保育の量的拡充、家庭におけ

る養育支援を総合的に推進していくとするもので

す。 

 

 

 

この子ども・子育て支援の意義に基づき、子育

ての第一義的責任は父母その他の保護者であり、

家庭が教育の原点であるという前提のもと、保護

者が、子育てについての責任を果たせるよう、課

題解決に向けた取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 
 

幼稚園 学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育

法第 22 条） 

保育所 児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施

設（児童福祉法第 39 条） 

認定こども園 幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保

育等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

子育て 教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

教育 問●までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問●以降においては

幼児期の学校における教育の意味で用いています 

 

 

 

質の高い教育・保育を

受けさせたいなぁ… 

一人で子育てをしていて、地

域で相談できる人はいないか

な… 

保育所に預けられなく

て、困ったわ… 

教育・保育・就労･生活環境

を社会全体で整備 

子ども・子育て支援の意義＝子どもの視点に立った、子どもが健やかに成長することができる社会の実現 

●質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供 
●待機児童解消に向けた保育の量的拡大・確保及
び子どもが減少傾向にある地域の保育支援 

●地域の子育ての一層の充実 
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問１ 宛て名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

平成       年       月生まれ 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛て名のお子さんからみた関係でお答えください。

（○は１つ） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問３ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問４ 宛て名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。宛て名のお子さんか

らみた関係でお答えください。（○は１つ） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（                     ） 

 

問５ お住まいのまちはどちらですか。（○は１つ） 

１．田無町 ２．南町 ３．西原町 ４．緑町 ５．谷戸町 ６．北原町 

７．向台町 ８．芝久保町 ９．新町 10．柳沢 11．東伏見 12．保谷町 

13．富士町 14．中町 15．東町 16．泉町 17．住吉町 18．ひばりが丘 

19．ひばりが丘北 20．栄町 21．北町 22．下保谷  

 

問６ お住まいは、何丁目ですか。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

   丁目 

 

問７ あなたは、西東京市（旧保谷市・旧田無市を含む）に、通算で何年お住まいですか。（○は１つ） 

１．１年未満 ２．１年～５年 

３．６年～10 年 ４．11 年～15 年 

５．16 年～20 年 ６．21 年以上 

 

問８ あなたは、これからも西東京市で暮らしたいですか。（○は１つ） 

１．暮らしたい  

２．別の場所で暮らしてから、西東京市に戻ってきたい 

３．別の場所で暮らしたい  

  封筒の宛て名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます １ 
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問９ 宛て名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

➀母親（○は１つ。就労日数は数字を一枠に一字記入） ※父子家庭の場合、記入は不要です 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない    ⇒ １週あたり    日 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である    ⇒ １週あたり    日 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ⇒ １週あたり    日 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である ⇒ １週あたり    日 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

【➀で「１」～「４」（就労している）を選択した方】 

問９ ➀-１ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパター

ンについてお答えください。産休・育休・介護休暇中の方は、休業に入る前の状況につい

てお答えください。必ず、時間は 24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

家を出る時間       時 帰宅時間       時 

 

➁父親（○は１つ。就労日数は数字を一枠に一字記入） ※母子家庭の場合、記入は不要です 

１．フルタイムで就労しており、産休・介護休業中ではない     ⇒ １週あたり    日 

２．フルタイムで就労しているが、産休・介護休業中である     ⇒ １週あたり    日 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・介護休業中ではない ⇒ １週あたり    日 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・介護休業中である ⇒ １週あたり    日 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

【➁で「１」～「４」（就労している）を選択した方】 

問９ ➁-１ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休暇中の方は、休業に入る前の状況についてお答

えください。必ず、時間は 24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

家を出る時間       時 帰宅時間       時 

  封筒の宛て名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます ２ 

この項目に出てくる「フルタイム」「パート・アルバイト等」とは… 

■フルタイム                        ■パート・アルバイト等 

                               フルタイム以外の就労 １週５日程度・

１日８時間程度

の就労 
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【問９の➀または➁で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労）を選択した方】 

問９ ➂ フルタイムへの転換希望はありますか。 

問９ ➂-１ 母親（○は１つ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現するのは難しそうである 

３．パート・アルバイト等就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

問９ ➂-２父親（○は１つ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現するのは難しそうである 

３．パート・アルバイト等就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

【問９の➀または➁で「５」または「６」（就労していない）を選択した方】 

問９ ➃ 就労したいという希望はありますか。 

問９ ➃-１ 母親（番号と記号それぞれ○は１つ。また数字は一枠に一字。） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが       歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 

ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外） 

  ⇒１週あたり    日  １日あたり       時間 
 

問９ ➃-２ 父親（番号と記号それぞれ○は１つ。また数字は一枠に一字。） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 

ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外） 

  ⇒１週あたり    日  １日あたり       時間 
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問 10 西東京市に学童クラブがあることを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．知らない 

 

問 11 宛て名のお子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を、現在、どのように過ごしていますか。あて

はまるものを選択し、それぞれ週あたりの日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利

用している時間も□内にご記入ください。必ず、時間は24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．自宅 週に    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日くらい 

３．勉強に関する習い事（学習塾、そろばん教室など） 週に    日くらい 

４．文化に関する習い事（ピアノ教室、習字教室など） 週に    日くらい 

５．運動に関する習い事（サッカークラブ、水泳教室など） 週に    日くらい 

６．児童館・児童センター（※） 週に    日くらい 

７．放課後子ども教室 週に    日くらい 

８．学童保育 
週に    日くらい 

⇒ 下校時から       時まで 

９．ファミリー・サポート・センター 週に    日くらい 

10．その他（公民館、公園など） 週に    日くらい 

（※）児童館で行う学童クラブを利用している場合は「６」を選択 

 

【問 11 で「８ 学童クラブ」を選択した方】 

問 11 ➀ 宛て名のお子さんについて、学童クラブの土曜日の利用日数はどれくらいですか。（○は１つ。

また数字は一枠に一字） 

うち土曜日の利用 １．ある ⇒ 月    日くらい 

 ２．ない 

  宛て名のお子さんの放課後の居場所についてうかがいます ３ 

放課後児童クラブ／放課後子ども教室とは… 

■放課後児童クラブ： 

保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。

事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

西東京市では、「学童クラブ」と呼ばれています。西東京市では、児童館に併設されているもの、学校の

教室や敷地内に併設されているもの、学童クラブだけが単独で設置されているものの、３種類があります。 

 現在、小学校１年生から４年生までの子どもが利用できますが、今後、国では、小学校６年生まで利用対

象を拡大するよう検討しています。 

■放課後子ども教室： 

地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体

験する取り組みです。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

西東京市では、工作教室、手話教室、英会話教室などを実施しています。 
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問 11 ➁ 利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

問 12 宛て名のお子さんが、小学校４年生・５年生・６年生（高学年）の間は、どのように過ごさせたいですか。

あてはまるものを選択し、それぞれ週あたりの日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合

には、利用している時間も□内にご記入ください。必ず、時間は 24時間制でご記入ください（数字は一

枠に一字）。 

 高学年の間の希望 

１．自宅 週に    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に    日くらい 

３．勉強に関する習い事（学習塾、そろばん教室など） 週に    日くらい 

４．文化に関する習い事（ピアノ教室、習字教室など） 週に    日くらい 

５．運動に関する習い事（サッカークラブ、水泳教室など） 週に    日くらい 

６．児童館・児童センター（※） 週に    日くらい 

７．放課後子ども教室 週に    日くらい 

８．学童クラブ（６年生まで利用できるようになった場合） 
週に    日くらい 

⇒ 下校時から       時まで 

９．ファミリー・サポート・センター 週に    日くらい 

10．その他（公民館、公園など） 週に    日くらい 

（※）児童館で行う学童クラブを利用している場合は「６」を選択 

 

【宛て名のお子さんが、小学校５、６年生の方】 

問 13 現在は、学童クラブの利用は、小学校４年生までとなっています。今後、国では、小学校５年

生・６年生まで利用できるよう対象を拡大しようとしています。市が放課後に行っている事業とし

ては、小学校で行っている「放課後子ども教室」や、０歳から 18 歳未満のお子さんが利用できる

「児童館・児童センター」もあります。 

宛て名のお子さんについて、市が放課後に行っている事業を、利用させたいですか。利用を希望

する順に、上位２位まで数字を入れてください。（１位に１、２位に２）。 

１．「放課後子ども教室」を利用させたい 利用希望    位 

２．「児童館・児童センター」を利用させたい 利用希望    位 

３．「学童クラブ」を利用させたい（６年生まで利用できるようになった場合） 利用希望    位 

４．校庭開放 利用希望    位 

５．その他（具体的には                      ） 利用希望    位 

 

問 13 ➀ 問 13 で、そのように利用希望の順位をつけた理由を、教えてください。 
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問 14 西東京市に病児・病後児保育室があることを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．知らない 

 

 

 

 

 

問 15 西東京市内の病児・病後児保育室を利用したことがありますか。（○は１つ） 

１．利用したことがある ２．利用したことはない 

 

【問 15 で「１」を選択した方】 

問 15 ➀ 西東京市内の病児・病後児保育室を利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

【問 15 で「２」を選択した方】 

問 15 ➁ 今は利用していないが、今後利用したいと思いますか。（○は１つ） 

１．利用したい ２．利用する予定はない 

 

問 16 すべての方におうかがいします。この１年間に、宛て名のお子さんが病気やケガで学校を休まなけ

ればならなかったことはありますか。（○は１つ） 

１．あった ２．なかった 

 

【問 16 で「１」を選択した方】 

問 16 ➀ 宛て名のお子さんが病気やけがで学校を休まなければならなかった場合に、この１年間に行った対処方法はど

れですか。それぞれの日数も□内にご記入ください。（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字。） 

ア．父親が休んだ       日 

イ．母親が休んだ       日 

ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった       日 

エ．父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた       日 

オ．病児・病後児の保育室を利用した       日 

カ．ベビーシッターを利用した       日 

キ．ファミリー・サポート・センターを利用した       日 

ク．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       日 

ケ．その他（                          ）       日 

  宛て名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます ４ 

病児・病後児保育室とは… 

病気の最中または回復期にあって、通学できない子どもや保護者に用事があるため看病する人がいない子ど

もをみる事業。小学４年生までの子どもが対象。西東京市は、医療機関（２箇所）へ実施運営を委託。１日

最大3,000円。 
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【問 16 の➀で「ア」または「イ」を選択した方】 

問 16 ➁ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数

についても□内にご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の

利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。（○は１つ。また数字は一

枠に一字。） 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒       日 

２．利用したいとは思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 西東京市のファミリーサポート・センターを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．知らない 

 

問 18 西東京市内のファミリーサポート・センターを利用したことがありますか。（○は１つ） 

１．利用したことがある ２．利用したことはない 

 

【問 18 で「１」を選択した方】 

問 18 ➀ 西東京市内のファミリーサポート・センターを利用された満足度はいかがですか。（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

問 19 すべての方におうかがいします。宛て名のお子さんについて、私用、親の通院、就労等の目的で

不定期に利用している事業はありますか。１年間の利用日数（おおよそ）も□内にご記入ください。

（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字。） 

１．ファミリー・サポート・センター       日 

２．夜間養護等事業：トワイライトステイ       日 

３．ベビーシッター        日 

４．その他（                          ）       日 

５．利用していない  

 

  宛て名のお子さんの不定期の教育・保育事業についてうかがいます ５ 

ファミリーサポート・センターとは… 

地域での子育て支援を目的として、子どもを預けたい人（ファミリー会員）と子どもを預かりたい人（サポ

ート会員）が互いに会員になり、その会員間で「子どもを預かる」という有償の相互援助活動を行うもの。

西東京市では社会福祉協議会に運営を委託。 
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問 20 宛て名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業

を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な日数をご記入く

ださい。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。（番号と記号あてはまるものす

べてに○。また数字は一枠に一字。） 

１．利用したい 計       日 

 ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的       日 

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等       日 

 ウ．不定期の就労       日 

 エ．その他（                        ）       日 

２．利用する必要はない 

 

問 21 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかっ

た場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの日数も□内

に数字でご記入ください。（あてはまるものすべてに○。また数字は一枠に一字。） 

 

 

 

 

１．あった  

 ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった       泊 

 
イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
      泊 

 ウ．イ以外の保育事業（ベビーシッター等）を利用した       泊 

 エ．仕方なく子どもを同行させた       泊 

 オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた       泊 

 カ．その他（                         ）       泊 

２．なかった 

 

問 22 西東京市の宿泊を伴う子どもの一時預かり（ショートステイ事業）を知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．知らない 

 

問 23 西東京市内の宿泊を伴う子どもの一時預かり（ショートステイ事業）を利用したことがありますか。

（○は１つ） 

１．利用したことがある ２．利用したことはない 

 

ショートステイ事業とは… 

保護者が病気等で一時的に子どもの面倒を見ることができないとき、西東京市の委託する児童養護施設で子

どもを預かる事業。有料。 
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【問 23 で「１」を選択した方】 

問 23 ➀ 西東京市内の子どもの一時預かり（ショートステイ事業）を利用された満足度はいかがですか。

（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 西東京市に児童館・児童センターがあるのを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．知らない 

 

問 25 宛て名のお子さんは、ふだん児童館・児童センターを利用していますか。（○は１つ） 

１．利用している ２．利用していない 

 

【問 25 で「１」を選択した方】 

問 25 ➀-１ 児童館・児童センターへの要望を次の中からお選びください。なお、西東京市では、一部

の児童館・児童センターで日曜開館を行っています。（○は３つまで） 

１．施設の拡大や魅力的な遊具の充実 ２．子育て相談や講座の充実 

３．親同士の情報交換や交流の場を設ける ４．職員の専門性を高める 

５．子どもの意見を反映させた遊びと行事を行う ６．地域の老人や障害者と交流できる行事を行う 

７．日曜日の施設利用を進める ８．その他（              ）  

９．特にない  

 

問 25 ➀-２ 満足度はいかがですか。（○は１つ） 

１．満足 ２．まあまあ満足 

３．やや不満 ４．不満 

 

  児童館・児童センターの利用についておうかがいします ６ 

児童館・児童センターとは… 

児童福祉法に基づく児童厚生施設で、主に乳幼児から高校生世代（０～18 歳）までを対象とし、年齢の異

なる子どもたちが一緒に遊んだり、さまざまな体験をしながら、ともに育っていくことを目的とした「地域

の遊び場」と言えます。児童センターには、体力増進を図る設備があり、体力増進指導委員という専門の職

員が配置されています。 
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問 25 ➀-３ 西東京市では、一部の児童館・児童センターで、中学生以上のお子さんが午後９時まで

利用できる夜間開館を行っています。宛て名のお子さんが、中学生になったとき、児童

館・児童センターの夜間開館を利用させたいですか。 

１．利用させたい（理由                               ） 

２．利用させたくない（理由                              ） 

３．わからない 

 

【問 25 で「２」を選択した方】 

問 25 ➁-１ 児童館・児童センターを利用していない理由を、お選びください。（○は３つまで） 

１．どこにあるか知らないから ２．児童館が遠いから 

３．遊具が少ない・つまらないから ４．遊びの種類が少ない・つまらない 

５．外で遊びたいから ６．友達が児童館にいないから 

７．上級生が児童館にいるから ８．親同士の関係がわずらわしいから 

９．職員が遊びを指導してくれない 10．施設が狭い・古い（汚い） 

11．利用できる曜日や時間が合わない 12．その他（              ） 

13．特にない  

 

問 25 ➁-２ 今は利用していないが、今後利用したいと思いますか。（○は１つ） 

１．利用したい ２．利用する予定はない 

 

 

 

 

問 26 宛て名のお子さんは、ボランティアなどの地域活動やグループ活動へ参加したことがありますか。

（○は１つ） 

１．参加したことがある・参加している 

２．参加したことはないが、今後は参加させたい 

３．参加したことも参加する予定もない 

４．身近な地域の活動やグループ活動について知らない 

 

問 27 宛て名のお子さんが、よく利用する施設は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．児童館・児童センター ２．図書館 

３．公園 ４．体育施設 

５．小学校の校庭・体育館 ６．公民館 

７．その他（              ） ８．利用していない 

 

  宛て名のお子さんやあなたの生活環境についておうかがいします ７ 
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問 28 あなたは、子育てサークルなど、子育てに関する自主的な活動に参加していますか。（○は１つ） 

１．参加したことがある・参加している ２．参加したことはないが、今後は参加させたい 

３．参加したことも参加する予定もない 
４．身近な地域のサークルなど自主的な活動につ

いて知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 あなたは、ご自分のことを好きだと思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う ２．まあそう思う 

３．あまりそう思わない ４．そう思わない 

 

問 30 あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じること

が多いと思いますか。（○は１つ） 

１．楽しいと感じることの方が多い ２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい 

３．辛いと感じることの方が多い ４．その他（              ） 

５．わからない  

 

【問 30 で「１」～「３」を選択した方】 

問 30 ➀ 問 30 で「１」を選んだ方は、子育てをする中でどのような支援・対策が有効と感じていますか。

また、「２」・「３」を選んだ方は、自分にとって子育ての辛さを解消するために必要なことは何

ですか。（○は３つまで） 

１．地域における子育て支援の充実 ２．保育サービスの充実  

３．子育て支援のネットワークづくり ４．地域における子どもの活動拠点の充実 

５．妊娠・出産に対する支援 ６．母親・乳児の健康に対する安心 

７．子どもの教育環境 ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

９．仕事と家庭生活の両立 10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

11．要保護児童に対する支援 12．その他（              ） 

  子育て全般についてうかがいます ８ 



 14 

問 31 すべての方にうかがいます。あなたは、子育てについて気軽に相談できる人（場所）がいる（ある）と

思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．配偶者 ２．子どもの祖父母  

３．自分または配偶者の兄弟姉妹 ４．親類 

５．友人・知人 ６．近所の人 

７．職場の人 ８．子育て中の仲間 

９．認可保育所 10．認証保育所・保育室 

11．幼稚園 12．学童クラブ 

13．民生・児童委員 14．病院・診療所 

15．子ども家庭支援センターのどか・保健福祉総合センター 16．保健所・保健相談所 

17．児童館 18．児童相談所 

19．教育相談室 20．市役所 

21．民間の相談サービス 22．子育てセミナーや育児教室 

23．育児書・育児雑誌・新聞 24．テレビやラジオ 

25．電話相談サービス 26．インターネット 

27．その他（              ） 28．相談する人（場所）がない 

 

問 32 あなたは宛て名のお子さんをたたくことがありますか。（○は１つ） 

１．よくある ２．たまにある ３．ない 

 

【問 32 で「１」または「２」を選択した方】 

問 32 ➀ それはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．しつけとして ２．普通に言ってもわからないから 

３．悪いことをしたから罰として ４．自分の言うことに従わないから 

５．効果があるから ６．他の方法が思いつかないから 

７．いらいらしているから ８．子どもが危険な目にあいそうだったから 

９．その他                     ） 

 

問 33 すべての方にうかがいます。あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生

活時間」の優先度をうかがいます。「希望」するものと、「現実」での優先度は、どのようになってい

ますか。（「希望」と「現実」のそれぞれ○は１つ） 

 希望 現実 

➀仕事時間を優先 １ １ 

➁家事（育児）時間を優先 ２ ２ 

➂プライベートな生活時間を優先 ３ ３ 

➃その他（                    ） ４ ４ 
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問 34 子育てに関連するイベントや講習に、参加してみたいですか。（○は３つまで） 

１．安価ならば参加してみたい 

２．無料ならば参加してみたい 

３．同い年の子どもがいる保護者同士が交流できるのであれば、参加してみたい 

４．有識者から知識が得られるのであれば、参加してみたい 

５．子どもと参加できるのであれば、参加してみたい 

６．保育がついているならば、参加してみたい 

７．インターネットで情報が得られるし、交流もできるので、参加する必要がない 

８．興味がないので、参加したくない 

９．その他の理由で、参加したくない 

 

【問 34 で「１」～「６」のいずれかを選択した方】 

問 34 ➀ 具体的には、どのような活動に参加してみたいですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．運動に関する活動（具体的には                           ） 

２．食育に関する活動（具体的には                           ） 

３．文化・芸術に関する活動（具体的には                        ） 

４．しつけに関すること（具体的には                          ） 

５．成長・発達に関すること（具体的には                        ） 

６．その他（具体的には                                ） 

 

その他、子育てに関して日頃お感じになっていることや悩みごと、あるいはお子さんを育てている上で気を

つけていること、西東京市への要望事項等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れて、ご投函ください。 


